
学生（記入） キャリア開発
（受付・確認）

教員（確認・
コメント（任意））

大学院係（押印）

変更前

TSパスポートB 申請・確認手順の変更について 2026.10

変更のポイント

1. 学生はExcelファイルの「集計表」に講義コードを入力し、「確認票」の必要事項に「指導教員
名」も含めて記入後、Excelファイル全体をキャリア開発支援本部に送信する。

2. キャリア開発支援本部では、「学生が今後注力するスキル」を確認したことを明記する。

3. 指導教員には、大学院での確認済みデータをキャリア開発支援本部から送る。その際、学生に
もCc.する。学生へのコメントの提供は教員に一任する（紙・データ・口頭いずれでも可）

変更の主な理由：学生が申請した科目数について学務課大学院で確認（疑問点については
キャリア開発支援本部経由で学生に連絡）してから指導教員に共有することで、正確な内容
に基づいた承認やコメントができるため。

なお、TSパスポートAについても、基本的な手順はTSパスポートBと同様とします。

学生（記入）
「指導教員名」も

キャリア開発
（受付・確認）

教員（確認・
コメント（任意））

大学院係
（確認・押印）

変更後

大学院係で確認済みのデータ

矢印凡例
Excelデータ（メール添付）
確認済みデータ（点線：Cc）
押印済み印刷物
TSパスポート
コメント（任意）

矢印凡例
Excelデータ（メール添付）
プリントアウトデータ
押印済み印刷物
TSパスポート
コメント（任意）


	スライド番号 1

